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■表１　未成年者の飲酒状況
（月１～2回以上の頻度で飲酒している生徒・学生）

■表２　南富良野町の飲酒開始年齢

《 未成年者に与える代表的なアルコールの害 》

身体の成長を妨げる

身体的な発育の発達途上にあるた
め、身長・体重だけでなく、女子
の無月経や男子の女性化乳房と
いったホルモン分泌系への影響も
大きいと言われています。

急性アルコール中毒を起こしやすい

アルコール代謝酵素が未完成な状態
で、自己コントロールが未熟な時期
に大量に飲酒するため中毒を引き起
こします。急性アルコール中毒で救
急搬送される人の約１割が未成年者
という統計もあります。

アルコール依存症が大人よりも早期にに形成される

アルコールの分解が遅いので、ア
ルコールの代謝産物であるアセト
アルデヒドが体内に長く貯留し、
早期にアルコールへの耐性がつき
依存症に陥ります。

「ゲートウェイドラッグ（薬物への入口）」
になりやすい

飲酒をきっかけに、たばこや
麻薬・覚醒剤などに手を出し
やすくなります。


